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　分子中にアミノ基　  とカルボキシル基　をもつ一連の有機化合物をア

ミノ酸という。水溶液中ではアミノ酸は①式で示される電離平衡状態にあり，グリシン

の場合，  ，  ，  の種類のイオンが存在する。

　　　 　　     　　    　①式

　このようにアミノ酸は，水溶液中で種類のイオンが共存する状態をとるが，その組成

はによって変化する。ここで，平衡混合物の電荷が全体としてとなるときのは

アミノ酸の特性を示す重要な値である。グリシンの場合，電離定数  および  はそれ

ぞれ  
 ，  

 である。

　以下の問いに答えよ。　　

　特に  のように正と負の電荷を同時にもつものを  イオンという。

　一般にアミノ酸の平衡混合物の電荷がとなるは何とよばれるか。

　グリシンの平衡混合物の電荷が全体としてとなるときのを求めよ。

　グリシンの平衡混合物においてのとき，最も多く存在するイオンは  ，

　  ，
 のうちどれか。
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